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論 文 内 容 要 旨 

目的 本研究の目的は機能的磁気共鳴映像法（fMRI）を使用し同時通訳(SI)に関わる神経基盤と

同時通訳者に特異的な脳活動を明らかにすることである。行動データを用いた先行研究では、通

訳者群は非通訳者対照群に比べ言語性課題の調整能力に優れているという結果も出ている

（Padilla et al., 1995）。また、脳イメージング研究では、プロ通訳者は大脳半球間の情報のやり

取りに関わる脳梁属性で異なっている（Elmer et al., 2011）という研究結果もあり、このような

研究は同時通訳者の脳活動が非通訳者とは異なる脳活動を示す可能性を示唆している。これまで

通訳の認知プロセスに関する多くの脳イメージングの研究では、単語・短文レベルの逐次通訳時

のプロセスを研究対象にしたため（Klein et al., 1995; Lehtonen et al., 2005; Price, Green, & 

Von Studnitz, 1999）、同時通訳者あるいは同時通訳時の認知プロセスについては殆ど知られてい

ない。唯一存在するポジトロン断層法(PET)を使用した同時通訳先行脳イメージング研究（Rinne 

et al., 2000）は存在するものの、通訳者の脳活動を検証したのみで、非通訳者の脳活動とどうい

った点が違うのかは明らかにされていない。著者が知る限り、本論文はプロ通訳者と非通訳者の

同時通訳時の脳活動を比較した唯一の論文である。 

方法 長年の経験を持つ同時通訳者と高英語力の大学生被験者(両群とも 10 歳以前に海外在住経

験はない)が本実験に参加した。英語を第二言語として使用する非通訳者群の理解と通訳作業を容

易にするため、日本の中学生向け英語教科書(one world, 教育出版)から取り出した基本語彙と構

文を使用して文章を作成し、相互に関係のない日本語の文章セットと英語の文章セットを作成、

英語・日本語それぞれの母語話者の音声をデジタル録音した。ヘッドフォンを通し fMRI での撮

像中に被験者に聴覚提示し、SI（EJ：英語を日本語に同時通訳・JE：日本語を英語に同時通訳）
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もしくは音声提示された文章をリピート する (EE：英語の文章をそのまま英語で 1 歩遅れてリ

ピート・JJ：日本語の文章をそのまま 1 歩遅れて日本語でリピート)するシャドーイング(SW)を

行ってもらった。 

被験者の発話録音 fMRI 内での被験者の発話(パフォーマンス)は常時モニターし、かつノイズ・

キャンセリングマイクで録音して 20 年以上の経験を持つ 2 名の同時通訳者が評価し、その平均

スコアを通訳時の脳活動と通訳能力との相関分析に使用した。 

分析 脳イメージングデータ分析ソフト(SPM5)を使用して、標準的な二段階解析を行った。群

内での通訳の主効果を SI(EJ+JE)時と SW(EE+JJ)時の脳活動を比較、また通訳の方向(EJ/JE)

の効果を測定した。次に通訳者群と非通訳者群の共通脳活動領域と群固有の脳活動領域の同定、

更に非通訳者群の脳活動と通訳のスコアの相関を測定した。 

結果 SI と SW の群内比較では、非通訳者群では脳左半球下前頭回三角部、中前頭回、下頭頂

小葉と右小脳が活動し、通訳者群では左半球の上前頭回、中心前回、下前頭回三角部、両側の尾

状核および右小脳が活動した。SI の方向の効果については両群とも EJ より JE のほうでより強

い脳活動が検出されたが、非通訳者群でより広範な脳領域において脳活動の差異が観察された。

両群において通訳課題の共通領域を求めた解析の結果、左下前頭回、左上前頭回(補足運動野)、

両側尾状核、小脳虫部が両群に共通して SW 時より SI 時に脳活動が大きかった。次に、運動前

野において非通訳者群よりも通訳者群で大きな脳活動が見られた。単純回帰分析の結果、運動前

野の脳活動の大きさには、通訳者群被験者の通訳歴との正の相関関係が見られ、非通訳者群でも

通訳スコアとの正の相関関係が見られた。また、非通訳者群において通訳スコアと脳活動間の相

関を求めた単純回帰分析の結果では、SI（EJ+JE）>SW(EE+JJ)のコントラストでの左下頭頂領

域および左中心後回の脳活動と通訳スコアの間に有意な正の相関が認められた。 
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